
は
じ
め
に

藤
堂
藩
の
時
期
区
分
を
す
る
場
合
、
三
代
藩
主
高
久
期
を
完
成
期
と
み
る
の
は
お
お
む
ね
一
般

的
な
理
解
だ
と
言
え
よ
う
。
藤
堂
高
久
は
、
寛
永
一
五
年

(
一
六
三
八)

に
生
ま
れ
、
寛
文
九
年

(

一
六
六
九)

に
二
代
藩
主
高
次
の
跡
を
継
い
で
藩
主
と
な
っ
た
。
元
禄
一
六
年

(

一
七
〇
三)

に
没
す
る
ま
で
藩
主
の
地
位
に
あ
り
、
名
君
・
英
主
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

(

�)

ま
た
、
藤
田
達
生

氏
は
、
二
代
藩
主
高
次
か
ら
高
久
へ
の
代
替
わ
り
の
過
程
に
お
い
て
、
名
張
藤
堂
家
の
家
臣
化
、

支
藩
久
居
家
の
分
立
な
ど
藩
主
権
力
の
確
立
が
意
図
さ
れ
、
藤
堂
藩
は
三
代
藩
主
高
久
の
段
階
か

ら
本
格
的
な
安
定
期
を
迎
え
た
と
し
て
い
る
。

(

�)

高
久
期
を
藤
堂
藩
の
完
成
期
、
安
定
期
と
み
る
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
も
全
く
同
感
で
あ
る
。
以

前
、
筆
者
は
藤
堂
藩
の
成
立
期
か
ら
高
久
期
ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
、
伊
賀
国
の
役
割
を
中
心
に

分
析
し
た
。

(

�)

そ
の
際
、
高
久
期
に
至
る
藤
堂
藩
の
動
向
を
以
下
の
よ
う
に
時
期
区
分
し
た
。

第
一
期

慶
長
一
三
年

(

一
六
〇
八)

〜
承
応
二
年

(

一
六
五
三)

高
虎
個
人
の
上
方
で
の
力
量

(

築
城
、
朝
廷
、
軍
事)

に
よ
っ
て
伊
賀
の
役
割
が
決
定
し

た
時
期

第
二
期

承
応
三
年
〜
寛
文
九
年

(

一
六
六
九)

高
虎
死
後
、
藩
政
機
構
が
形
成
さ
れ
、
高
次
か
ら
高
久
へ
の
代
替
わ
り
が
準
備
さ
れ
た
時

期

第
三
期

寛
文
九
年
以
降

高
久
の
三
代
藩
主
襲
封
後

そ
の
上
で
、
第
二
期
で
は
、
高
虎
個
人
の
力
量
に
よ
ら
な
い
伊
賀
の
役
割
を
藤
堂
藩
が
模
索
し
、

第
三
期
に
か
け
て
、
城
和
領
に
お
け
る
土
砂
留
め
を
担
当
す
る
、
言
わ
ば
上
方
に
お
け
る
民
政
の

一
端
を
担
う
藤
堂
藩
と
そ
れ
を
支
え
る
拠
点
と
し
て
の
伊
賀
と
い
う
新
た
な
位
置
付
け
が
行
わ
れ

た
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
こ
の
過
程
が
藩
政
機
構
の
整
備
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
述

べ
て
い
る
。
藤
堂
藩
が
実
態
と
し
て
民
政
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
藩
祖
高
虎
が
伊
賀
を
拠
点
と
し
て
上
方
に
お
い
て
一
定
の
政
治
的
・
軍
事
的
役
割
を
果

た
し
た
と
い
う
事
実
が
、
二
代
目
以
降
の
藩
主
に
ど
う
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
は

全
く
検
討
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
伊
賀
に
お
け
る
藩
主
の
位
置
に
つ
い
て
、
二
代
目
藩
主
以

降
の
検
討
が
出
来
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
二
代
目
以
降
の
藩
主
が
藩
祖

高
虎
を
ど
う
位
置
付
け
た
の
か
と
い
う
点
を
伊
賀
と
の
関
わ
り
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
以
下
三
章
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
一
章

歴
代
藩
主
の
伊
賀
入
国

表
１
は
、
初
代
か
ら
三
代
の
藩
主
が
伊
賀
に
入
国
し

(

�)

た
事
例
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
の

表
を
参
照
し
な
が
ら
、
歴
代
藩
主
の
伊
賀
入
国
の
特
質
お
よ
び
そ
の
変
遷
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

(

�)

( )二七

東

谷

智

藤
堂
藩
の
成
立
と
伊
賀

藤
堂
高
虎
・
高
次
・
高
久
を
素
材
に
し
て



伊
賀
入
国
に
つ
い
て
最
も
大
き
な
画
期
は
、
明
暦
四
年

(

13)

で
あ
る
。
こ
れ
以
前
は
数
年
に

一
度
で
あ
っ
た
入
国
が
二
年
に
一
度
と
定
例
化
さ
れ
た
こ
と
が
表
よ
り
読
み
取
れ
る
。

(

�)

慶
安
元
年

ま
で
の
事
例

(

1
〜
12)

を
前
期
、
明
暦
四
年
以
降

(

13
以
降)

の
時
期
を
後
期
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
の
特
質
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

前
期
で
は
、
入
国
の
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
将
軍
上
洛
に
と
も
な
い
、
京
都
へ
の
往
復
の

途
上
で
入
国
す
る
事
例
や

(

3
・
4
・
7
・
8)

、
伊
賀
で
越
年
を
し
、
年
頭
の
御
礼
を
家
臣
か

ら
受
け
て
い
る
事
例

(

1
・
5
・
9)

、
大
坂
の
陣
後
の
凱
旋
入
国

(

2)

等
の
理
由
が
み
ら
れ

る
。
藤
堂
藩
は
、
上
方
に
お
け
る
高
虎
個
人
の
能
力
を
背
景
と
し
て
伊
賀
を
領
有
し
、
そ
の
役
割

が
高
虎
以
後
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、｢

高
次
公
御
上
国
、
直
ニ
伊
賀
江
被
為
入｣

(

6)

、｢

公
木
曽
路
ヨ
リ
直
ニ
伊
州
へ
上
着

シ
玉
フ｣

(

12)

と
江
戸
か
ら
津
に
立
ち
寄
る
こ
と
な
く
、
直
接
伊
賀
に
入
国
し
て
い
る
。
伊
予

か
ら
伊
賀
・
伊
勢
へ
の
移
封
は
、｢

伊
賀
ニ
移
封
シ
、
伊
勢
十
万
石
ノ
地
ヲ
併
有
ス｣

(｢

賜
書
録｣)

と
の
ち
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
藤
堂
藩
の
役
割
と
し
て
伊
賀
の
守
衛
に
力
点
が
あ
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

�)

幕
府
か
ら
所
領
を
認
め
ら
れ
た
領
地
宛
行
状
で
は
、
所
領
の
筆
頭
に

｢

伊
賀
国
一
円｣

と
あ
り
、
次
い
で
伊
勢
国
の
所
領
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、

(

�)

藤
堂
藩
の
本
拠
は
伊
賀
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

前
期
で
は
、
藤
堂
高
虎
の
能
力
に
応
じ
て
伊
賀
が
所
領
と
な
り
、
そ
の
役
割
に
応
じ
て
不
定
期

に
藩
主
の
伊
賀
入
国
が
行
わ
れ
、
高
次
期
ま
で
継
続
し
て
い
た
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
明
暦
四
年
以
降
、
二
年
に
一
度
の
伊
賀
入
国
が
定
例
化
す
る
。
後
期

の
入
国
形
態
を
み
る
と
、
通
常
六
月
か
ら
八
月
に
ま
ず
は
津
に
入
城
し
、
時
間
を
余
り
お
か
ず
伊

賀
へ
入
国
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
入
国
の
理
由
を
特
記
す
る
こ
と
も
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
参
勤
交
代
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
た
伊
賀
入
国
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
次
第
に
確
立
さ
れ

て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
前
期
で
は
、
津
に
立
ち
寄
る
こ
と
な
く
直
接
伊
賀
に
入
国

し
た
事
例
が
見
ら
れ
た
こ
と
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
明
暦
四
年
の
高
久
入
国
に
つ
い
て
、｢

和
泉
様

(

高
久)

御
部
屋
住
中
初
而
伊
賀
江

被
為

入
候
事｣

(
�)

と
あ
る
よ
う
に
、
明
暦
四
年
段
階
に
お
け
る
藩
主
は
高
次
で
あ
り
、
高
久
は

｢

部
屋
住｣

、
つ
ま
り
藩
主
に
ま
だ
就
任
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、｢

部
屋
住｣

の
高
久
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
藩
主
の
伊
賀
入
国
が
、
寛
文
九
年
の
高
久
藩
主
就
任
後
も
引
き
継
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表１ 藩主の伊賀入国一覧

注．高久の伊賀入国の事例は, 便宜上延宝６年までを表に記載したが, その後も定期的な入国が続いている。

日 付 藩主 入国 期別 備 考
1 慶長16年 (1611)

�虎 �虎

前期

伊賀にて越年, 慶長17年元日の御礼を伊賀で受ける
2 慶長20年 (1615) 閏６月14日 伊賀へ凱陣

3 元和８年 (1622) 将軍家 (秀忠・家光) 御上洛の為, 伊賀へ御立ち寄る。
藤堂式部方に止宿 (実際の将軍上洛は元和９年)

4 元和９年 (1623) 将軍家 (秀忠・家光) のお供の後伊賀へ立ち寄る
5 寛永２年 (1625) 12月 伊賀で越年, 寛永３年元旦の御礼を伊賀で受ける
6 寛永５年 (1628) ３月

高次

高次

江戸から直接伊賀へ入国

7 寛永11年 (1634) ６月 将軍家光上洛のため先だって伊賀へ入国, 伏見経由で入
京, 堀川屋敷に逗留

8 寛永11年 (1634) ８月中旬 京都より伊賀入国, その後津へ移る
9 寛永12年 (1635) 12月23日 伊賀入国, 御越年, 正月に津へ移る
10 寛永15年 (1638) ８月上旬 伊賀入国
11 正保元年 (1644) 10月下旬 伊賀入国
12 慶安元年 (1648) ４月18日 江戸から直接伊賀へ入国
13 明暦４年 (1658) ５月４日

高久 後期

初の伊賀入国
14 万治３年 (1660) ５月29日 伊賀入国, 采女方へ御入り
15 寛文２年 (1662) ７月６日 伊賀入国
16 寛文４年 (1664) ６月８日 伊賀入国
17 寛文６年 (1666) ７月８日
18 寛文８年 (1668) ７月19日
19 寛文10年 (1670) ８月23日

高久
20 寛文12年 (1672) ８月11日
21 延宝２年 (1674) ８月29日
22 延宝４年 (1676) ８月晦日
23 延宝６年 (1678) ８月29日



が
れ
て
定
例
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
藩
主
の
伊
賀
入
国
に
つ
い
て
概
観
し
、
明
暦
四
年
以
前
と
以
後
で
入
国
の
様
相
が
質
的

に
異
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
明
暦
四
年
か
ら
寛
文
八
年
の
入
国
は
、
藩
主
就
任
前
の

高
久
に
よ
る
入
国
で
あ
る
。
次
章
に
お
い
て
、
伊
賀
入
国
の
定
例
化
に
つ
い
て
、
そ
の
形
成
過
程

を
検
討
す
る
こ
と
に
加
え
、｢

部
屋
住｣

の
高
久
が
入
国
し
た
こ
と
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
。第

二
章

伊
賀
入
国
の
定
例
化

１

明
暦
四
年
の
伊
賀
入
国

明
暦
四
年

(

一
六
五
八)

、
高
久
が
江
戸
か
ら
津
へ
上
国
し
、
次
い
で
伊
賀
へ
入
国
し
た
。
�史

料
１
�
は
、
そ
の
様
相
に
つ
い
て
記
し
た
史
料
で
あ
る
。

(

�)

�史
料
１
�

明
暦
四
戌
五
月
四
日

一
、
和
泉
様

(

高
久)

御
部
屋
住
中
初
而
伊
賀
江
被
為

入
候
事

厶
采
女

(

元
住)

阿
波
江
御
迎
ニ
出
候
事

朱�
厶
此
節
御
着
座
・
御
礼
之
次
第
御
書
付
、
反
故
長
持
之
内
ニ
有
之

廿
八
日

厶
於
御
居
間
御
食
被
下
、
御
数
寄
屋
ニ
而
御
茶
被
下
之

厶
右
与
頭
一
列
也

朱�
此
時
節
組
頭
ハ
後
生
ノ
番
頭
ノ
事
ナ
リ

厶
探
幽
筆
竹
林
七
賢
、
采
女
拝
領
之

朱�
此
竹
林
ノ
七
賢
ハ
御
掛
物
ナ
ル
ヘ
シ

六
月
朔
日

厶
御
差
用
之
御
脇
差
、
長
門
元
光
拝
領
之

六
日

厶
笠
置
江
御
出
、
加
茂
御
一
宿
ニ
而
御
帰
也

厶
可
休
江

(

元
則)

被
成
御
座

朱�
万
町
下
屋
敷
ナ
ラ
ヘ
シ
、
御
在
伊
賀
中
采
女
方
江
之
御
成
被
下
物
等
も
有
ヘ
シ
、
然

レ
ト
モ
委
ク
難
知

朱�
厶
五
月
十
五
日
、
采
女
宅
へ
御
成
之
上
御
城
御
巡
覧
、
其
外
二
千
石
以
上
へ
段
々
御

成
有
之

厶
同
人
江

(

采
女)

被
下
物
左
之
通

御
召
物
五

袷
一

単
物
一

帷
子
一

大
樽
二

肴
両
種

干

鱈
一
箱

こ
ん
ふ
一
箱

御
茶
入

『

永
保
記
事
略』

が
編
纂
さ
れ
た
段
階
で
は
、
五
月
四
日
の
一
つ
書
き
に
加
え

｢

厶｣

と
し
て

勘
考
が
加
え
ら
れ
、
本
文
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
後
世
に
朱
筆
に
よ
っ
て
さ
ら
な
る
勘
考
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。

伊
賀
に
お
け
る
高
久
と
家
臣
の
対
面
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
五
月
一
五
日
に
は
、
城
代
で
あ
る

采
女
元
住
の
屋
敷
、
お
よ
び
二
千
石
以
上
の
家
臣
の
屋
敷
へ
高
久
が
御
成
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

六
月
六
日
に
は
先
代
の
城
代
で
あ
る
可
休

(

元
則)

の
屋
敷
へ
御
成
を
し
て
い
る
。
城
代
を
始
め

と
し
て
、
主
要
な
家
臣
と
の
対
面
は
、
御
成
と
い
う
形
式
、
す
な
わ
ち
家
臣
宅
へ
の
訪
問
と
い
う

形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
五
月
二
八
日
に
は
、
組
頭

(

番
頭)

と
対
面
し
て
い
る
。
場
所
は
、
上
野
城
内
の
御
屋

敷
に

(

�)

あ
っ
た
居
間
と
数
寄
屋
で
あ
り
、
御
屋
敷
の
公
的
な
空
間
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空

間
で
の
対
面
で
あ
っ
た
。
御
屋
敷
の
公
的
な
空
間
で
御
目
見
え
を
す
る
│
主
要
な
家
臣
が
登
城
す

る
│
と
い
う
形
式
と
は
異
な
っ
て
い
た
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

２

｢
御
成｣

か
ら

｢

御
目
見｣

へ

万
治
三
年(
一
六
六
〇)

、
寛
文
二
年(

一
六
六
二)

に
も
高
久
は
伊
賀
へ
入
国
す
る
。『

永
保』

に
は
詳
細
な
記
事
が
な
く
、
家
臣
団
へ
の
御
成
り
と
い
う
形
式
で
の
対
面
が
明
暦
四
年
に
引
き
続

き
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
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こ
の
形
式
が
大
き
く
変
わ
る
の
が
、
寛
文
四
年
で
あ
る
。

(

�)

�史
料
４
�

一
、
若
殿
様

(
高
久)

六
月
八
日
七
つ
時
分
、
伊
賀
へ
御
着
座
、
御
家
中
侍
衆
不
残
藤
堂
式
部
殿
前
よ

り
内
膳
殿
廻
り
迄
な
み

(

並)

居
御
目
見
、
八
兵
衛
・
十
郎
右
衛
門
・
大
和
代
官
衆
黒
御
門
之
内

ニ
て

御
目
見
、
采
女
殿
・
伊
賀
奉
行
衆
ハ
本
御
門
石
だ
ん
の
下
ニ
て

御
目
見
ノ
事

一
、
同
日
、
御
着
座
被
為
成
、
八
兵
衛
ハ
鯉
一
献
進
上
、
十
右
衛
門
ハ
梵
天
瓜
二
籠
進
上
、

御
居
間
に
て

御
目
見
ノ
事
、
就
其
十
郎
右
衛
門
ハ
十
日
子
共
衆
之

御
目
見
ニ

御
目

見
仕
候
ニ
も
不
及
之
旨
、
孫
八
郎
殿
御
申
候
ニ
付

御
目
見
不
仕
候
事

一
、
九
日
、
御
家
中
不
残
召
出
し

御
目
見
ノ
事

一
、
十
日
、
御
家
中
子
共
衆
召
出
し

御
目
見
ノ
事

一
、
十
一
日
、
寺
社
・
町
人
・
大
庄
屋

御
目
見
、(

後
略)

�史
料
４
�
は
、
寛
文
四
年
六
月
八
日
、
伊
賀
に
入
国
し
た
高
久
が
御
屋
敷
に
到
着
し
た
際
、

家
臣
が
上
野
城
内
で
高
久
を
出
迎
え
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
迎
え
の
場
所
は
、
藤
堂
采
女

と
伊
賀
の
奉
行
は
御
屋
敷
の
門
前
に
あ
る
石
段
の
下
で
あ
り
、
西
島
八
兵
衛
な
ど
は
黒
門
の
門
内

で
、
そ
の
他
の
藩
士
は
西
大
手
門
前
の
藤
堂
式
部
の
屋
敷
前
か
ら
渡
辺
内
膳
の
屋
敷
廻
り
ま
で
で

あ
る
。

(

�)注
目
し
た
い
の
は
、
出
迎
え
の
場
が
城
内
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
高
久
の

｢

御
目
見｣

と
記
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
同
様
に
同
日
、
御
屋
敷
内
で
西
島
八
兵
衛
ら
の
対
面
に
つ
い
て
も｢
御
目
見｣

と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
九
日
の
家
中
の
対
面
、
一
〇
日
の
家
中
の
子
供
の
対
面
で
は
、｢

召
出
し｣

の
上
で

｢

御
目
見｣

が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
連
の
対
面
は
、
い
ず
れ
も
高
久
の
も
と
へ

家
臣
が
参
上
す
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来

｢

御
成｣

と
し
て
高
久
が
家
臣
の
屋
敷

を
訪
れ
る
形
式
で
対
面
し
た
こ
と
と
比
較
し
て
、
家
臣
に
対
す
る
高
久
の
位
置
が
相
対
的
に
上
昇

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
伊
賀
家
臣
団
に
お
け
る
高
久
の
立
場
│
次
期
藩
主
と
し
て
の
立
場
│
が
、

伊
賀
入
国
に
お
け
る
対
面
儀
礼
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
、
寛
文
四
年
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

寛
文
四
年
以
降
、『

永
保』

『

城
和』

と
も
に
、
上
野
で
の
御
目
見
に
関
す
る
記
事
は
減
少
し
、

具
体
的
な
儀
礼
の
様
相
に
つ
い
て
は
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
寛
文
四
年
の
入
国

時
に
お
け
る
儀
礼
の
形
式
が
そ
の
後
引
き
継
が
れ
、
定
式
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま

た
、
参
勤
交
代
と
連
動
し
た
伊
賀
入
国
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
藤
堂
藩
に
お
け
る
伊
賀
国

の
位
置
が
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
。
前
稿
で
は
、
こ
の
過
程
を
、
朝
廷
対
策
や
上

方
に
お
け
る
軍
事
に
お
け
る
役
割
│
高
虎
個
人
の
能
力
に
よ
っ
て
果
た
し
て
い
た
役
割
│
か
ら
山

城
・
大
和
を
含
む
広
域
行
政
に
お
け
る
役
割
│
個
人
の
資
質
に
左
右
さ
れ
な
い
役
割
│
へ
と
、
藤

堂
藩
の
役
割
が
変
化
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
藩
政
機
構
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
と
し
て
評
価
し

た
。
で
は
、
伊
賀
入
国
が
定
例
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
藤
堂
藩
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
高
虎
が
朝
廷
対
策
や
上
方
に
お
け
る
軍
事
力
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
藤
堂
藩
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

次
章
に
お
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第
三
章

高
久
代
替
わ
り
に
お
け
る
伊
賀
国
の
位
置
付
け

１

西
島
八
兵
衛
の
覚
書
と
高
久

伊
賀
入
国
の
儀
礼
が
確
定
し
た
寛
文
四
年
、
伊
賀
滞
在
中
の
高
久
に
一
通
の
覚
書
が
呈
上
さ
れ

た
。
覚

(

�)

書
の
作
成
者
は
西
島
八
兵
衛
で
あ
る
。
こ
の
覚
書
は
長
文
で
あ
る
た
め
引
用
は
省
略
す
る

が
、
内
容
や
そ
の
目
的
に
つ
い
て
は

『

城
和』

の
解
説
が
的
を
射
て
い
る
。

(

�)

三
代
藩
主
高
久
に
祖
父
高
虎
の
側
近
に
あ
っ
た
者
と
し
て
、
高
虎
の
功
業
を
認
識
し
て
も
ら

う
為
に

(

西
島
八
兵
衛
が)

奉
上
し
た
書
類
の
下
書
き
で
あ
る
。
主
と
し
て
大
坂
両
陣
の
高

虎
の
活
躍
を
中
心
と
し
、
其
の
後
の
二
条
城
、
大
坂
城
の
縄
張
り
や
、
家
康
秀
忠
父
子
と
高

虎
と
の
親
密
な
関
係
な
ど
、
一
々
事
象
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

こ
の
覚
書
は
、
一
読
す
れ
ば
、
高
虎
の
上
方
に
お
け
る
業
績
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
次
期
藩
主

高
久
に
対
し
て
高
虎
の
業
績
を
強
く
認
識
さ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
虎
の
業
績
を

近
く
で
知
っ
て
い
る
西
島
八
兵
衛
が
作
成
し
た
覚
書
で
あ
り
、
伝
聞
や
書
物
か
ら
得
ら
れ
る
知
識

に
較
べ
て
格
段
に
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
次
期
藩
主
高
久
の
心
構
え
の
中
核
は
上
方
に
お
け

る
高
虎
の
業
績
で
あ
り
、
生
き
証
人
と
し
て
の
西
島
八
兵
衛
が
そ
の
業
績
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
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た
の
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
覚
書
が
呈
上
さ
れ
た
の
が
、
寛
文
四
年
、
伊
賀
に
い
た
高
久
と
家
臣

と
の

｢
御
目
見｣

が
終
了
し
た
直
後
で
あ
る
点
と
、
覚
書
を
受
け
取
っ
た
場
が
上
方
で
能
力
を
発

揮
し
た
高
虎
の
拠
点
で
あ
っ
た
伊
賀
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
藩
主
と
な
る
高
久
は
、
祖
父
高
虎
を

引
き
継
ぐ
存
在
と
し
て
伊
賀
の
家
臣
団
に
認
識
さ
れ
、
高
虎
と
高
久
を
結
び
つ
け
る
場
と
し
て
伊

賀
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
高
虎
を
引
き
継
ぐ
高
久
と
い
う
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
�史
料
５
�

は
西
島
八
兵
衛
の
覚
書
の
一
部
で
あ
り
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
高
虎
お
よ
び
家
臣
の
活
躍
を
述
べ

た
直
後
の
箇
条
で
あ
る
。

(

�)

�史
料
５
�

一
、
高
山
様

(

�
虎)

・
掃
部
殿

(

井
伊
直
孝)

金
銀
之
ふ
ん
ど
う

(

分
銅)
御
拝
領
之
刻
、
過
分
之
御
加
増
可
被
進
と
御
内
談

ニ
御
座
候
処
、

高
山
様
之
や
う
な
る
大
心
ニ
而
御
功
者
な
る
大
将
ヲ
過
分
の
大
名
ニ
被

成
候
而
ハ
後
ニ
む
つ
か
し
き
事
も
可
有
御
座
と
御
さ
ゝ
へ
の
人
御
座
候
而
、
御
加
増
少
分

ニ
御
座
有
た
る
と
取
沙
汰
御
座
候
キ

一
、
御
加
増
す
く
な
く
御
座
候
儀
、
南
光
坊
ひ
そ
か
ニ
御
く
や
み
被
成
候
ヘ
ハ
、
高
山
様
、

南
光
坊
を
散
々
御
し
か
り
被
成
候
、

御
意
之
趣
ハ
略
仕
候

一
、
夏
御
帰
陣
以
後
、
井
伊
掃
部
殿
ハ
早
々
江
戸
へ
御
く
だ
り
、
我
ひ
と
り
手
柄
之
や
う
に

御
申
な
し
、
じ
ま
ん
被
成
候
、
其
以
後

高
山
様
御
く
だ
り
被
成
候
へ
と
も
少
し
も
御
じ

ま
ん
不
被
成
候
処
、
自
然
ニ

高
山
様
之
御
手
柄
か
く
れ
無
御
座
候
ニ
付
、
掃
部
殿
前

か
ど

(

廉)

自
身
之
取
成
は
げ

(

剥)

申
候
而
、
高
山
様
ヲ
江
戸
中
ニ
而
か
ん
じ
申
た
る
由
風
聞
御
座
候

キ

大
坂
の
陣
後
の
論
功
行
賞
と
し
て
、
彦
根
藩
は
一
五
万
石
か
ら
二
〇
万
石
へ
の
加
増
が
、
藤
堂

藩
は
二
七
万
石
か
ら
三
二
万
石
へ
の
加
増
が
あ
っ
た
。
一
条
目
で
は
、
藤
堂
藩
の
働
き
に
比
し
て

加
増
が

｢

少
分｣

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
高
虎
を

｢

大
心
ニ
而
御
功
者
な
る

大
将｣

と
し
て
、
も
し
高
虎
が
分
不
相
応
の

｢

大
名｣

に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
万
一
の
時
に
軍
功

を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
の
で
加
増
が
少
な
か
っ
た
と
の
世
間
の
評
判
を
記
し
て
い
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
加
増
が
多
か
っ
た
彦
根
藩
を

｢

過
分
の
大
名｣

と
対
比
的
に
捉
え
、
藤
堂
藩

の
軍
事
的
な
能
力
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
彦
根
藩
と
の
対
抗
関
係
は
、
三
条
目
に
も
み
ら
れ
る
。
直
孝
は
、
い
ち
早
く
大
坂
の

陣
後
に
江
戸
へ
下
り
、
自
分
一
人
の
手
柄
だ
と
自
慢
し
た
一
方
、
高
虎
は
少
し
も
自
慢
し
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
高
虎
の
手
柄
は
明
ら
か
な
の
で
、
直
孝
が
う
ま
く
と
り
回
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
露

見
し
、
高
虎
の
人
柄
が
江
戸
中
で
高
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
直
孝
と
の
比
較

の
中
で
高
虎
の
人
柄
を
強
調
し
つ
つ
、
藤
堂
藩
の
加
増
高
の
少
な
さ
が
諒
解
で
き
る
よ
う
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
目
で
は
、
藤
堂
藩
の
加
増
高
が
少
な
い
こ
と
を
悔
や
ん
だ
南

光
坊
天
海
に
対
し
、
高
虎
が
散
々
叱
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
高
虎
の
軍
功
と
人

柄
を
際
立
た
せ
る
話
に
な
っ
て
い
る
。

寛
文
期
の
藤
堂
藩
は
、
彦
根
藩
を
強
烈
に
意
識
し
て
お
り
、
そ
の
根
源
は
大
坂
の
陣
に
お
け
る

活
躍
と
そ
の
後
の
処
遇
に
基
づ
い
て
い
た
。

(

�)

寛
文
期
以
前
、
藤
堂
藩
が
彦
根
藩
を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
。
寛
永
九
年

に
藤
堂
藩
が
伊
賀
・
伊
勢
か
ら
国
替
え
に
な
る
こ
と
が
江
戸
の
大
名
間
で
噂
に
な
っ
て
い
た
。

(

�)

こ

の
噂
は
、
彦
根
藩
の
井
伊
直
孝
が
伊
賀
に
国
替
え
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
押
し
出
さ
れ
た
形
で
藤

堂
藩
の
国
替
え
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
国
替
え
は
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
の
、
伊
賀
国
に
お
い
て
、
現
状
に
お
い
て
藤
堂
藩
の
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
役
割
と
し
て

広
域
行
政
が
新
た
に
見
い
出
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

一
方
、
高
次
が
藩
主
で
あ
っ
た
時
期
は
、
高
虎
死
後
、
高
久
へ
の
代
替
わ
り
ま
で
の
時
期
で
あ

る
。
特
に
、
寛
文
元
年
以
降
、
高
次
は
将
軍
か
ら
在
江
戸
の
奉
公
を
求
め
ら
れ
、
国
元
に
帰
る
こ

と
が
な
か
っ
た
。
高
次
不
在
の
体
制
づ
く
り
が
課
題
と
な
り
、
同
時
に
高
久
の
藩
主
襲
封
の
土
壌

づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
在
江
戸
の
高
次
の
名
代
と
し
て

次
期
藩
主
の
高
次
の
伊
賀
・
伊
勢
帰
国
が
明
暦
四
年
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
際
、
高
虎
期
に
お
け
る

伊
賀
国
の
役
割
を
ど
う
引
き
継
い
で
い
く
か
と
い
う
点
が
課
題
で
あ
り
、
高
虎
と
高
久
を
ど
う
結

び
つ
け
る
の
か
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
現
実
に
お
け
る
役
割
を
見
出
し
、
一
方
で
は
か
つ
て

担
っ
た
役
割
の
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
、
相
反
す
る
問
題
に
応
え
る
こ
と
が
高
次
期
の
課
題
で

あ
っ
た
。

前
稿
で
述
べ
た
と
お
り
、
前
者
は
、
土
砂
留
め
と
い
う
広
域
行
政
を
藤
堂
藩
の
伊
賀
国
が
担
う
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こ
と
で
実
現
し
た
。
後
者
は
、
高
虎
と
高
久
の
強
い
結
び
つ
き
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
か
か
っ

て
い
る
。
先
に
み
た
西
島
八
兵
衛
の
覚
書
以
外
に
も
、
結
び
つ
き
の
強
化
は
行
わ
れ
て
い
た
。

２

高
虎
権
威
の
浮
上
と
高
久

�史
料
６
�は
、
寛
文
九
年

(

一
六
六
九)

、
高
久
が
藩
主
襲
封
に
際
し
、
江
戸
城
で
将
軍
に
謁

見
し
た
様
子
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

�)

�史
料
６
�

(

寛
文
九
年)

十
月
二
十
三
日
襲
封
を
謝
す
る
の
と
き
御
側
近
く
に
め
さ
れ
て
、
祖
父
高
虎

が
累
年
の
忠
功
を
お
ほ
し
め

(

思
召)

さ
る
。
汝
壮
年
た
り
と
い
へ
ど
も
祖
父
に
劣
ら
ず
其
志
を
続
、

父
に
代
り
て
精
勤
す
べ
き
む
ぬ

(

旨)

仰
を
蒙
ぶ
る
。

将
軍
家
綱
は
高
久
を
側
に
召
し
、
高
虎
の
忠
功
を
褒
め
称
え
、
高
久
が
高
虎
の
志
を
引
き
継
ぐ

よ
う
に
と
の
言
葉
を
か
け
た
。
高
久
襲
封
に
際
し
、
高
久
が
祖
父
高
虎
の
忠
功
を
引
き
継
ぐ
存
在

で
あ
る
こ
と
を
将
軍
が
明
言
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
高
久
に
と
っ
て
は
高
虎
の
後
継
者
と
し
て
の

正
当
性
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

か
か
る
正
当
性
の
確
保
は
、
高
久
襲
封
以
前
か
ら
綿
密
に
準
備
さ
れ
て
い
た
。
�史
料
７
�
は
、

万
治
三
年

(

一
六
六
〇)

六
月
九
日
、
江
戸
城
に
お
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

(
�)

�史
料
７
�

一
、
殿
様
高
次
公
、
御
先
代

(

高
虎)

�
御
忠
節
之
儀
、
御
老
中
方
�

公
方
様
家
綱
公
江
被
仰
上
候

由
之
事

ム
伊
州
へ
相
聞
へ
候
ハ
同
月
廿
日
頃
歟

江
戸
城
に
お
い
て
藩
主
高
次
は
、
高
虎
以
来
の
将
軍
家
へ
の
忠
節
に
つ
い
て
、
老
中
を
通
し
て

将
軍
家
綱
に
言
上
し
て
い
る
。
同
年
五
月
に
は
勅
使
・
院
使
の
江
戸
参
向
に
と
も
な
い
、
多
く
の

公
家
が
江
戸
に
滞
在
し
、
江
戸
城
内
で
様
々
な
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

(

�)

し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
言
う

｢

御
忠
節｣

は
、
朝
廷
対
策
に
お
け
る
高
虎
の
事
蹟
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
城
に
お
け
る
勅

使
の
謁
見
と
い
う
機
会
を
通
じ
て
、
朝
幕
間
に

お
い
て
高
虎
の
担
っ
た
役
割
を
将
軍
が
理
解
し
、

将
軍
権
威
を
背
景
と
し
て
幕
府
、
朝
廷
、
諸
大

名
に
そ
の
役
割
を
再
認
識
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
高
次
が
将
軍
へ
言
上
し

た
と
の
報
せ
は
、
六
月
二
〇
日
ご
ろ
に
伊
賀
へ

届
い
て
い
る
。

六
月
二
〇
日
は
、
次
期
藩
主
の
高
久
が
伊
賀

入
国
中
の
こ
と
で
あ
る
。

(

�)

つ
ま
り
、
江
戸
で
高

虎
の
事
蹟
が
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
、
高
久
在

国
中
の
伊
賀
へ
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
伊
賀
国
を
媒
介
と
し
た
高
虎
と
高
久
の
結

び
つ
き
に
つ
い
て
、
江
戸
に
お
い
て
将
軍
に
よ
っ

て
正
当
性
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
正
当
性
が
江
戸

か
ら
伊
賀
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ

の
正
当
性
は
、
次
期
藩
主
高
久
が
伊
賀
付
家
臣

と
の
対
面
を
通
し
て
次
第
に
浸
透
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

藤
堂
藩
は
、
高
次
か
ら
高
久
の
代
替
わ
り
に

当
た
っ
て
入
念
に
高
虎
権
威
を
利
用
し
、
そ
の

正
当
性
を
示
す
象
徴
的
な
場
と
し
て
伊
賀
を
活

用
し
た
。
で
は
、
そ
の
始
ま
り
は
い
つ
に
求
め

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
承
応
三
年

(

一
六
五
四)

、
高
次
は
隠
居
表
明

(

一
回
目)

す
る
と
と
も

に
高
久
が
和
泉
守
に
叙
任
す
る
。
高
次
の
隠
居
は
慰
留
さ
れ
る
も
の
の
、
高
久
へ
の
代
替
わ
り
の

方
針
を
明
示
す
る
と
と
も
に
、
高
久
が
高
虎
と
同
じ
和
泉
守
と
い
う
官
途
名
を
名
乗
る
こ
と
を
通

じ
て
高
虎
と
高
久
を
結
び
つ
け
る
こ
と
を
開
始
し
た
。

本
稿
で
検
討
し
た
事
例
を
時
系
列
で
整
理
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
高
次
の
最
初
の
隠
居
表
明
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表２ 高久襲封の過程

年 代 事 項 備 考

承応３年 (1654) 高次の隠居表明①, 高久の和泉守叙任

明暦４年 (1658) 次期藩主高久, 伊賀へ初入国

万治３年 (1660)
高次, �虎の軍功を将軍に言上する (江戸) 勅使など江戸参向中

将軍への言上が伊賀へ伝わる 高久の伊賀在国中

寛文元年 (1661) 高次の隠居表明②

寛文４年 (1664)
伊賀在国中の家臣団対面儀式が成立 ｢御成」から ｢御目見」へ

西島八兵衛が高久に覚書を呈上する 高久の伊賀在国中

寛文５年 (1665) 高次の隠居表明③

寛文９年 (1669) 高久が藩主となる



以
後
、
高
次
襲
封
に
つ
い
て
段
階
的
に
準
備
さ
れ
、
高
虎
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
が
行
わ
れ
た
様

子
が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。
高
次
か
ら
高
久
へ
の
代
替
わ
り
の
準
備
過
程
に
お
い
て
、
藤
堂

藩
に
お
け
る
伊
賀
国
の
位
置
付
け
が
変
化
し
、
伊
賀
国
に
は
広
域
的
な
民
政
を
担
う
と
い
う
新
た

な
役
割
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
変
化
と
全
く
同
時
並
行
で
、
高
虎
権
威
の
活
用
に
よ
る
高
久
襲
封

の
過
程
は
進
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
高
虎
の
能
力
に
よ
る
伊
賀
の
位
置
付
け

(

築
城
、
軍
事
、
朝

廷)

は
、
高
虎
と
高
久
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
中
で
、
藩
主
高
久
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

で
は
伊
賀
国
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
い
た
高
虎
と
高
久
の
関
係
は
そ
の
後
ど
う
い
っ
た
推
移
を

た
ど
る
の
だ
ろ
う
か
。

(

�)

元
禄
一
六
年

(
一
七
〇
三)

四
月
二
九
日
、
藩
主
在
任
中
に
江
戸
で
高
久

は
没
す
る
。
高
久
の
遺
骸
は
五
月
六
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
中
山
道
を
経
由
し
て
六
月
一
八
日
に

伊
賀
に
入
国
し
上
野
城
の
御
屋
敷
に
到
着
す
る
。

(
�)

翌
一
九
日
、
御
屋
敷
を
出
棺
し
て

｢

長
田
御
山

仮
御
御
魂
屋｣

に
棺
を
納
め
ら
れ
た
。
後
に

｢

御
廟｣
と
呼
ば
れ
る
建
物
も
建
て
ら
れ
、
墓
所
と

し
て
の
様
相
が
整
え
ら
れ
た
。

藤
堂
藩
の
歴
代
藩
主
は
、
津
の
寒
松
院
か
江
戸
の
寒
松
院
に
埋
葬
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、

唯
一
高
久
が
例
外
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
伊
賀
国
長
田
山
に
葬
る
よ
う
に
と
の
高
久
の
遺
言
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
長
田
山
の

｢

御
廟｣

は
、
そ
の
後
の
藩
主
や
藩
士
な
ど
が
廟

参
し
、
藩
主
の
墓
所
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
高
久
の
墓
所
を
伊
賀
国
に
作
る
こ
と

に
よ
り
、
上
方
に
お
け
る
高
虎
の
役
割
を
象
徴
す
る
場
と
し
て
の

｢

御
廟｣

と
し
、
藤
堂
藩
の
紐

帯
の
要
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
物
語
る
事
例
を
紹
介
し

た
い
。

幕
末
維
新
期
に
な
る
と
、
上
方
に
お
け
る
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
い
伊
賀
国
で
の
軍
事
的
緊
張

が
高
ま
っ
て
く
る
。
嘉
永
六
年

(

一
八
五
三)

一
二
月
二
五
日
、
伊
賀
城
代
藤
堂
采
女
元
晋
は
、

自
ら
の
家
臣
等
を
引
き
連
れ
て
長
田
山
で
軍
事
訓
練
を
行
う
。

(

�)

軍
事
的
な
緊
張
の
高
ま
り
の
中
、

軍
事
訓
練
の
場
と
し
て
長
田
山
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
、
高
久
の
廟
所
で
あ
る
こ
と
が

そ
の
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
高
久
の
廟
所
が
高
虎
を
想
起
さ
せ
る
場
、
つ

ま
り
高
虎
の
上
方
に
お
け
る
軍
事
的
な
事
蹟
を
思
い
出
さ
せ
る
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
伊
賀
国
を
媒
介
と
し
て
高
虎
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
高
久
の
墓
所
が
、

幕
末
に
は
高
久
の
「
御
廟
」
を
通
し
て
高
虎
の
軍
事
力
を
想
起
さ
せ
る
回
路
と
し
て
機
能
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
坂
の
陣
に
お
け
る
藤
堂
藩
の
軍
事
力
を
支
え
た
の
が
伊
賀
国
の

家
臣
団
で
あ
っ
た
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
幕
末
維
新
期
に
伊
賀
国
を
前
面
に
押
し
出
し
た
軍
事
行
動

を
藤
堂
藩
が
と
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
す
で
に
、
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
山
崎
の
合
戦
や

戊
辰
戦
争
に
従
軍
し
た
藤
堂
藩
は

｢

伊
州
藩
印｣

と
い
う
印
章
を
用
い
て
お
り
、｢

伊
州
藩｣

と

い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
。

(

�)

幕
末
維
新
期
に
軍
事
的
な
役
割
と
し
て
の
伊
賀
国
が
再
浮
上
し
た
と

言
え
よ
う
。

先
に
示
し
た
、
伊
賀
城
代
の
軍
事
訓
練
の
事
例
を
併
せ
考
え
る
と
、
高
久
の
死
後
、
高
久
の
廟

所
が
高
虎
の
役
割
を
象
徴
す
る
場
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
三
章
に
わ
た
っ
て
藤
堂
藩
の
成
立
と
伊
賀
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
藤
堂
藩
は
、
高
次
期

に
、
高
久
へ
の
代
替
わ
り
を
準
備
す
る
過
程
の
中
で
、
実
質
的
な
役
割

(

民
政)

と
凍
結
さ
れ
た

有
事
体
制
の
役
割

(

軍
事)

を
形
作
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
伊
賀
入
国
と
御
目
見
と
い

う
儀
礼
を
通
し
て
高
久
と
家
臣
団
の
関
係
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
高
虎
権
威
を
利
用
し
た
高
久

の
藩
主
と
し
て
の
正
当
性
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
民
政
、
軍
事
と
も
に
、
高
虎
が
拠
点
と
し
た
伊

賀
国
が
そ
れ
を
さ
さ
え
る
場
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注

(

�)

深
谷
克
己

『

津
藩』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二)

。

(

�)

藤
田
達
生

『

江
戸
時
代
の
設
計
者
│
異
能
の
武
将
・
藤
堂
高
虎』

(

講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
六)

。

(

�)

東
谷
智

｢

藤
堂
藩
伊
賀
国
の
役
割
と
藩
政
機
構
│
城
和
領
と
広
域
行
政
を
め
ぐ
っ
て
│｣

(

藤
田
達

生

『

藤
堂
藩
の
研
究

論
考
編』

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九)

所
収
。
以
下
、
こ
の
論
考
で
明
ら
か
に

し
た
点
に
つ
い
て
注
記
す
る
場
合
、｢

前
稿｣

と
表
記
し
た
。

(
�)
史
料
上
は

｢

御
越
国｣

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

｢

入
国｣

に
統
一
し
た
。

(

	)
慶
長
一
三
年

(

一
六
〇
八)

八
月
〜
寛
永
一
七
年

(

一
六
四
〇)

八
月
は

｢

永
保
記
事
略

附
録

十｣
(『

名
張
藤
堂
家
歴
史
資
料
目
録』

名
張
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二)

、
寛
永
一
七
年
一
〇
月
以

降
は
上
野
市
古
文
献
刊
行
会

『

永
保
記
事
略』

(

上
野
市
古
文
献
刊
行
会
、
一
九
七
四)

に
よ
っ
て
作

成
し
、
適
宜

『
公
室
年
譜
略』

(

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二)

で
補
っ
た
。
な
お
、
以
下
の
行
論
に
お

い
て

『

永
保
記
事
略』
を

『

永
保』

と
略
記
し
た
。
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(
�)

以
下
の
行
論
中
、
伊
賀
入
国
の
事
例
を
示
す
場
合
、
表
中
の
通
し
番
号
を

(

7
・
8)

の
様
に
併
記

し
た
。

(

�)
本
稿
で
は
、『

永
保』

の
収
録
範
囲
を
対
象
と
し
た
た
め
、
寛
保
元
年

(

一
七
四
一)

の
越
国
ま
で

を
検
討
の
対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
、
原
則
二
年
に
一
度
の
入
国
で
あ
る
が
、
藩
主
家
の
服
喪
な
ど
に

よ
り
、
こ
の
サ
イ
ク
ル
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

(

�)

注(

�)
前
掲
書
。

(

�)
｢

領
知
目
録
書
抜｣

(

国
立
公
文
書
館
所
蔵)

。

(

�)
『

永
保』

明
暦
四
年
五
月
四
日
。

(

�)
『

永
保』

明
暦
四
年
五
月
四
日
。
以
下
、
史
料
の
引
用
に
際
し
、
句
点
、
中
黒
な
ど
を
適
宜
補
っ
た
。

(

�)

上
野
城
内
に
は
、
御
屋
敷
あ
る
い
は
御
殿
と
呼
ば
れ
た
伊
賀
・
山
城
・
大
和
を
管
轄
す
る
役
所
と
、

御
城
と
呼
ば
れ
る
上
野
城
代
家
老
の
役
所
が
あ
っ
た
。
御
屋
敷
は
天
守
台
の
西
方
に
あ
り
、
御
城
は
筒

井
時
代
の
本
丸

(

天
守
台
の
東
方)
に
あ
っ
た

(

福
井
健
二

『

絵
図
か
ら
み
た
上
野
城』
(

財)

伊
賀
文

化
産
業
協
会
、
二
〇
一
〇)

。

(

	)

上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編

『

藤
堂
藩
大
和
山
城
奉
行
記
録』

(

清
文
堂
出
版
、
一
九
九
六)

寛
文
四

年
六
月
。
以
下

『

城
和』

と
略
記
す
る
。

(


)

門
前
、
石
段
、
黒
門
の
位
置
に
つ
い
て
は
福
井
健
二
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

(

�)
｢

高
久
様
へ
上
ル
覚
下
書｣

(

寛
文
四
年
六
月
一
九
日)

『
城
和』

所
収
。

(

�)

括
弧
内
は
筆
者
が
補
っ
た
。

(


)
『

城
和』

。

(

�)

寛
永
期
に
は
井
伊
直
孝
が
幕
政
に
参
与
し
、
三
〇
万
石
ま
で
加
増
さ
れ
、
譜
代
筆
頭
の
大
名
と
な
っ

た
。
こ
う
し
た
事
柄
も
含
め
て
、
寛
文
期
に
は
大
坂
の
陣
を
端
緒
と
し
た
彦
根
藩
と
藤
堂
藩
と
の
対
抗

関
係
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

(

�)

藤
井
讓
治

『

江
戸
幕
府
老
中
制
形
成
過
程
の
研
究』

(

校
倉
書
房
、
一
九
九
〇)

。
お
よ
び
前
稿
。

(

�)
『

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜』

第
十
四

(

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
五)

。

(

�)
『

永
保』

。

(

�)
｢

厳
有
院
殿
御
実
紀｣

巻
十
九

(『

徳
川
実
紀』

第
四
篇)

。

(

�)

高
久
は
五
月
二
九
日
に
伊
賀
入
国
、
六
月
三
〇
日
に
津
へ
帰
っ
て
い
る

(『

永
保』)

。

(

�)

以
下
の
記
述
は

『

永
保』

に
よ
る
。

(

�)

こ
の
時
、｢

津
丸
の
内
は
御
廻
り
迄
ニ
而｣

と
あ
る
よ
う
に
、
津
城
に
入
城
す
る
こ
と
は
目
的
で
は

な
か
っ
た
。

(

�)

上
野
市
古
文
献
刊
行
会
編

『

庁
事
類
篇』

下
巻

(

上
野
市
立
図
書
館
、
一
九
七
七)

。

(

�)

伊
賀
古
文
献
刊
行
会
編

『

藤
堂
藩
山
崎
戦
争
始
末』

(

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
八)

。
同
書
で
は

｢

伊

州
藩｣

と
い
う
意
識
の
背
景
を
、
旧
来
の
保
守
的
な
立
場
を
崩
そ
う
と
せ
ず
、
幕
府
方
に
付
こ
う
と
す

る
津
の
藩
首
脳
部
に
対
し
て
、
伊
賀
の
藩
士
が
抵
抗
し
た
と
み
る
べ
き
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
し

か
し
、
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
新
政
府
軍
に
従
軍
し
た
藤
堂
藩
は
、
箱
館
近
辺
で

｢

伊
州
藩｣

と
し
て
西

洋
銃
の
調
達
を
し
て
い
る
。
津
と
伊
賀
の
対
抗
と
い
う
よ
り
も
、
軍
事
動
員
と
伊
賀
国
と
の
結
び
つ
き

か
ら
、
自
然
と

｢

伊
州
藩｣

と
い
う
意
識
が
生
じ
て
き
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

な
お
当
該
史
料
は
、
二
〇
一
二
年
刊
行
予
定
の

『

伊
賀
市
史』

第
五
巻
資
料
編
に
収
録
予
定
で
あ
る
。

�付
記
�

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
六
日
に
伊
賀
上
野
城
築
城
四
〇
〇
年
イ
ベ
ン
ト(

同
実
行
委
員
会
主
催)

の
一
環
と
し
て
行
っ
た
講
演

(

於
お
城
会
館)

を
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
伊
賀
市
で
は

『

伊
賀
市
史』

の
編
纂
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
筆
者
は
近
世
史
部
会

(

藩
政)

の

編
集
委
員
を
つ
と
め
て
い
る
。
種
々
の
ご
意
見
を
賜
っ
た
同
部
会
の
執
筆
委
員
の
み
な
さ
ま
、
伊
賀
市
史

編
纂
室
の
み
な
さ
ま
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
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